
船舶事故調査報告書 

令和７年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年７月２７日 ０４時３８分ごろ 

発生場所 兵庫県高砂
たかさご

市荒井町南方沖 

 東播磨港伊保
い ほ

灯台から真方位１９１°１.１海里付近 

 （概位 北緯３４°４３.８′ 東経１３４°４５.６′） 

事故の概要  液体化学薬品ばら積船第八ニッケル丸は、船首を北西方に向けて錨

泊中、また、遊漁船RAYS
レ イ ズ

は、南東進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和６年８月５日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 液体化学薬品ばら積船 第八ニッケル丸、４９８トン 

   １４０９９１、太平海運株式会社、ニッケル.エンド.ライオン

ス株式会社 

Ｂ 遊漁船 RAYS、４.０トン 

   ＨＧ３－４３７８５（漁船登録番号）、個人所有 

   第２０２－７６９８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、四級（航海） 

船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ２人（釣り客） 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 船首部に破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０５時０７分ごろ 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか５人が乗り組み、粗トール油約８００ｔを積載

し、荷役待機の目的で、左舷錨３節を投入して白色全周灯や通路灯等

を点灯するとともに黒色球形形象物を掲げて船首を北西方に向け、船

橋を無人として錨泊していた。 

 船長Ａは、自室で睡眠をとっていたところ、０８時ごろ海上保安官

からＡ船の左舷船首部の損傷について問合せがあり、同損傷を確認し

てＢ船と衝突していたことを知った。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、遊漁の目的

で兵庫県姫路市八木
や ぎ

港を出航し、約１５ノットの対地速力で手動操舵

により南東進していた。 

 船長Ｂは、前路で錨泊しているＡ船を目視で認めたが、Ａ船までま

だ距離があったので、遊漁予定場所付近の風や潮の状況を確認しよう



とスマートフォンを見ていたところ、ふと顔を上げた時に至近にＡ船

を認めたがどうすることもできず、Ｂ船の船首部がＡ船の左舷船首部

に衝突した。 

 船長Ｂは、釣り客の負傷状況及びＢ船の損傷状況を確認した後、Ａ

船の周囲を一周したがＡ船の乗組員が見当たらなかったので、帰航中

に本事故の発生を１１８番通報し、帰港後に１１９番通報した。 

 釣り客２人は、救急車で病院に搬送され、打撲等とそれぞれ診断を

受けた。 

 Ａ船は、船員法施行規則（昭和２２年運輸省令第２３号）第３条の

５の規定に基づいて定められた航海当直基準（平成８年運輸省告示第

７０４号）により、停泊中の当直基準として、適当な間隔をおいて船

内を巡視するなどの当直を維持する必要があるが、船長Ａは、気象及

び海象が穏やかで視界が良好であったので当直を維持していなかっ

た。 

分析  Ａ船は、白色全周灯や通路灯等を点灯するとともに黒色球形形象物

を掲げて船首を北西方に向けて錨泊中、Ａ船の左舷船首部にＢ船の船

首部が衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、気象及び海象が穏やかで視界が良好であったことから、

適当な間隔をおいて船内を巡視などする当直を維持していなかったも

のと考えられる。 

 Ｂ船は、南東進中、船長Ｂが、前路で錨泊しているＡ船に接近する

までまだ距離があると思い、遊漁予定場所付近の風や潮の状況を確認

しようとスマートフォンを見ていて船首方の見張りを行っていなかっ

たことから、Ａ船に接近していることに気付くのが遅れ、目前に迫っ

たＡ船を視認したがどうすることもできず、Ａ船と衝突したものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が船首を北西方に向けて錨泊中、Ｂ船が南東

進中、船長Ｂが、スマートフォンを見ていて船首方の見張りを行って

いなかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、錨泊中の場合であっても、航海当直基準に従い当直を維

持すること。 

 ・船長は、操船中、スマートフォンを見るなど操船以外のことに意

識を集中することなく、他船との位置関係を継続的に把握できる

よう、常時、周囲の見張りを適切に行うこと。 

 


